
東京都立松が谷高等学校　令和5年度年間授業計画

使用教科書：高等学校　物理（第一学習社）、高等学校　物理基礎（第一学習社）

使用教材：セミナー物理基礎＋物理（第一学習社）

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法 予定

時数

４
月

物理基礎の復習 昨年度学習した「物理基礎」の力学分野を復習し、重要箇所を確認する。特に、セミ
ナー物理基礎の発展例題を用いて問題解法の指針を理解させる。重要項目は、重
力、弾性力、浮力、摩擦力、運動方程式、力学的仕事とエネルギー、力学的エネル
ギーとその保存法則、保存力以外の力が仕事をするときの力学的エネルギーの変換。

9

重力による平面上の運動 斜方投射の運動の速度と座標の式の導出。同一平面上の二物体の運動を共通の時
間をパラメーターとして記述する。 3

力のモーメント 剛体の釣り合いをどのように表すかを理解させる。更に重心とは何かを考えさせ、剛体
の重心の位置を求める。 3

運動量保存法則 運動量と力積の関係を、ニュートンの第二法則より説明する。ニュートンの第三法則か
ら運動量保存法則を導く。二物体の衝突、物体の分裂に焦点を置き、二次元の衝突、
物体の連続衝突についての演習問題が解けるようにする。

6

等速円運動 弧度法を理解させ、角速度、角加速度導く。特に、向心力、周期を十分に時間をかけ
て理解させる。局所的等速円運動の問題が解けるようにする。

3

単振動 単振動は等速円運動の正射影であることより、変位、速度、加速度、力、周期の式を導
く。また、浮力、万有引力による単振動の問題を解けるようにする。

6

万有引力 ケプラーの3法則から、万有引力の法則を導く。ケプラーの第二法則の面積速度と万有
引力の作用するときの力学的エネルギー保存則より、人工衛星の運動を解析する。

3

７
月

慣性力 慣性系と非慣性系の観測の違いを説明し、慣性力を導入する。遠心力、コリオリ力につ
いても触れる。 6

８
月

９
月

力学問題演習 教科書傍用問題集「セミナー物理」の発展例題を中心に、大学入試レベルの問題を生
徒に解かせ、解説する。 12

１０
月

力学問題演習 教科書傍用問題集「セミナー物理」の発展例題を中心に、大学入試レベルの問題を生
徒に解かせ、解説する。

12

電子と光 陰極線からの電子の発見、ミリカンの油滴実験、光電効果、X線の発見、ド・ブロイの物
質波について説明する。 6

原子と原子核 原子核の発見とボーアの原子模型、水素原子の第一ボーア半径の導出、原子核の構
造、原子核の不安定性と放射線、質量欠損と核エネルギーについて説明する。 6

力学問題演習 教科書傍用問題集「セミナー物理」の発展例題を中心に、大学入試レベルの問題を生
徒に解かせ、解説する。 6

原子物理問題演習 教科書傍用問題集「セミナー物理」の発展例題を中心に、大学入試レベルの問題を生
徒に解かせ、解説する。 3

１
月

総合演習問題 教科書傍用問題集「セミナー物理」の発展例題を中心に、大学入試レベルの問題を生
徒に解かせ、解説する。 6

教科：（ 理科 ）科目：（ 物理 ） 対象：（第 3 学年1・2組）　　　

定期考査、提出物、授業態度、
ノート提出で総合的に評価する。

５
月

６
月

１１
月

１２
月



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科　理科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 2 4 5 7 8 9 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

化学と人間生活について理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎

海老澤

理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学と人間生活について理解するとともに，そ
れらの観察，実験などに関する技能を身に付け
る

身近な物質や元素について，観察，実験などを
通して探究し，科学的に考察し，表現できるよ
うにする

啓林館「高等学校　化学基礎」（化基706）

理科

身近な物質や元素について，観察，実験などを通して探究し，科学的に考察し，表現できるようにする

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 8

7

配当
時数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○ 5

B 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○

○

8

定期考査 ○

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

合計

30

1

D 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

３
学
期

２
学
期

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○

定期考査
○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 9 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探
究しようとする態度と、生命を尊重し、自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎

鶴岡

理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら、生物や
生物現象について理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験とうに関する
基本的な技能を身に付けようとする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

数研出版 『新編　生物基礎』

理科

・観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

・自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする力を養う。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 4

4

配当
時数

生物の多様性と共通性
【知識及び技能】
生物の多様性や共通性についてについての事例を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
生物の多様性と共通性の由来について説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
生物の多様性や共通性についての知識や理解をもとにして身の回りの生物
を知ろうとする。

・指導事項
多様な生物にも共通性があることを理解する。多様な生物に共通性が見
られる理由について理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・生物が「細胞からできている」，「遺伝情報としてDNAをもっている」，「生命活動にはエ
ネルギーが必要」などの共通性をもつことを理解する。
・生物のもつ共通性は共通の祖先に由来することを理解する。
【思考・判断・表現】
・さまざまな哺乳類の比較に基づいて，生物が生息環境に適した形態や機能をもっていること
に気づき，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生物の多様性と共通性に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 5

呼吸と光合成

【知識及び技能】

呼吸と光合成がエネルギーを扱う生命現象であることを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

呼吸と光合成でのエネルギーの変換について説明することができる。

【学びに向かう力、人間性等】

呼吸や光合成でのエネルギー変換についての知識や理解がすべての生物にとって重要なものであ

ることをとらえようとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1
C 遺伝情報とDNA
【知識及び技能】
DNAの構造について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
DNAの構造についての知識をもとにして，物質が情報を担うことを説明す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
DNAについての知識や理解を，自分自身の遺伝情報と結びつけて把握しよ
うとする。

○

・指導事項
DNAが複製されるしくみを理解する。体細胞分裂の過程でDNAが複製さ
れ，分配されることを理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

○

○ 4

○ 6

体内環境の維持のしくみ

【知識及び技能】

体内環境の維持に関わる器官や細胞の役割と関係について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

体内環境の維持についての知識をもとにして，生体内で起こる恒常性の調節について説明でき

る。

【学びに向かう力、人間性等】

恒常性の維持についての知識や理解を日常生活や医療などに結びつけて，自分の行動について考

えようとする。

・指導事項
自律神経系と内分泌系のはたらきによって，体内環境が維持されている
ことを理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・自律神経系と内分泌系のはたらきによって血糖濃度が調節されるしくみを理解する。
・糖尿病の原因を理解する。
【思考・判断・表現】
・健康な人の食事の前後における血糖濃度・インスリン濃度のグラフをもとに，血糖濃度とイ
ンスリン分泌の関係に気づき，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体内環境の維持のしくみに関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 6

合計

65

生態系のバランスと保全
【知識及び技能】
生態系のバランスに関するさまざまな事象について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
生態系のバランスについての知識をもとにして，その変動を説明すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
生態系のバランスについての知識や理解を日常の生活に結びつけて，自分
の行動について考えようとする。

・指導事項
生態系のバランスが保たれているとはどういうことかを理解する。人間
生活が生態系に与える影響と，生態系の保全の重要性を理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・生態系のバランスが保たれているとはどのような状態かを理解する。
・生態系の保全のために，どのような活動が行われているかを理解する。
【思考・判断・表現】
・生活排水の流入による生物の個体数と水質の変化のグラフをもとに，自然浄化のしくみを考
察し，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生態系のバランスと保全に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

体内での情報伝達と調節
【知識及び技能】
体内で行われている細胞間の情報伝達について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自律神経系や内分泌系についての知識をもとにして，生体内で起こる細胞
間の情報の伝わりを説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
自律神経系や内分泌系についての知識や理解を日常生活や医療などに結び
つけて，自分の行動について考えようとする。

・指導事項
体内での情報伝達が，からだの状態の調節に関係していることを理解す
る。自律神経系と内分泌系が，からだの状態を調節するしくみを理解す
る。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・体内での情報伝達が，からだの状態の調節に関係していることを理解する。
・自律神経系と内分泌系が，からだを調節するしくみを理解する。
【思考・判断・表現】
・運動によって心拍数が増加するしくみを考察し，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・体内での情報伝達と調節に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

エネルギーと代謝
【知識及び技能】
生命活動にはエネルギーが必要であることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
生命活動でのエネルギーの利用について説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
生命活動でのエネルギーについての知識や理解を自分自身の生命活動と結
びつけて，とらえようとする。

・指導事項
生命活動にはエネルギーが必要であることを理解する。生命活動にはATP
のエネルギーが利用されていることを理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・生命活動にはエネルギーが必要であり，そのエネルギーはATPから供給されていることを理
解する。
・ATPが生命活動にエネルギーを供給するしくみについて理解する。
【思考・判断・表現】
・ヒトがエネルギーを取り入れる方法について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・エネルギーと代謝に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

○

生態系と生物の多様性
【知識及び技能】
生態系の概念や構成について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
生態系についての知識をもとにして，種多様性や生物間のつながりを説明
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
生態系についての知識や理解をもとにして身の回りの生活空間を把握しよ
うとする。

・指導事項
生態系がどのように構成されているのかを理解する。生態系の中で，多
様な生物がどのように関係して，存在しているのかを理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・生態系がどのように構成されているのかを理解する。
・生態系において種多様性が維持されるしくみを理解する。
【思考・判断・表現】
・生態系における個体数の変化を調べた実験結果に基づき，ある生物が種多様性に対して果た
す役割を考察し，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生態系と生物の多様性に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

【知識・技能】
・DNAが半保存的複製という方法によって正確に複製されることを理解する。
・体細胞分裂の過程でDNAが複製され，分配されることを理解する。
【思考・判断・表現】
・複製前後のDNAの模式図を比較し，DNAの正確な複製には塩基の相補性が利用されていること
に気づき，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・遺伝情報の複製と分配に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

○定期考査

3

１
学
期

・指導事項
DNAの構造を理解する。DNAの塩基配列が遺伝情報となっていることを理
解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・DNAの構造および塩基の相補性を理解する。
・DNAの塩基配列が遺伝情報となっていることを理解する。
【思考・判断・表現】
・DNAの構造の模式図をもとに，DNAが4種類の塩基からなること，塩基の結合はＡとＴ，Ｇと
Ｃの間で起こるという規則性に気づき，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・遺伝情報とDNAに関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○

定期考査 ○ ○

・指導事項
呼吸や光合成ではATPが合成されていることを理解する。生体内の化学反
応が，酵素のはたらきによって進行していることを理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・呼吸・光合成の過程でATPが合成されることを理解する。
・酵素の触媒作用と基質特異性について理解する。
・生体内の化学反応が，酵素のはたらきによって進行していることを理解する。
【思考・判断・表現】
・中学校で得た知識などを活用して，植物が有機物を得る方法について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・呼吸と光合成に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

1

遺伝情報の複製と分配
【知識及び技能】
DNAの複製と分配について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
DNAの構造についての知識をもとにして，複製と分配を説明することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
DNAの複製や分配についての知識や理解をもとにして，生命の共通性につ
いて理解しようとする。

○

4

○

○ ○

○ 4

遺伝情報の発現
【知識及び技能】
DNAからタンパク質が合成される過程について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
DNAの塩基配列をもとにして，タンパク質が合成される過程を説明するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
遺伝子の発現についての知識や理解をもとにして，生命の多様性や共通性
を把握しようとする。

・指導事項
DNAの遺伝情報をもとにタンパク質が合成される過程を理解する。からだ
を構成する細胞で遺伝子がどのように発現しているかを理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・DNAの遺伝情報をもとにタンパク質が合成される，転写・翻訳の過程を理解する。
・分化した細胞では，細胞ごとに異なる遺伝子が発現していることを理解する。
【思考・判断・表現】
・アミノ酸配列と，それを指定するDNAの塩基配列を示した資料をもとに，塩基3個がアミノ酸
1個に対応していること，塩基3個の配列が同じであれば同じアミノ酸が指定されることに気づ
き，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・遺伝情報の発現に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 6

・指導事項
私たちのからだを守る免疫のしくみを理解する。免疫と，病気や治療法
との関係について理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・自然免疫・適応免疫のしくみと，それにはたらく細胞の役割を理解する。
・免疫記憶のしくみを理解する。
・免疫のはたらきが低下したり過敏になったりすることで起こる病気や，免疫のしくみを利用
した医療について理解する。
【思考・判断・表現】
・細菌に感染した部位の顕微鏡写真をもとに，免疫のはたらきを考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・免疫のはたらきに関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 6

植生と遷移
【知識及び技能】
植生の成りたちとその変化について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
植生と遷移についての知識をもとにして，その要因を説明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
植生と遷移についての知識や理解を身の回りの植生に結びつけて把握しよ
うとする。

・指導事項
いろいろな植生とその特徴を理解する。植生の遷移の過程と，遷移が進
行する要因を理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・いろいろな植生とその特徴を理解する。
・植生の遷移の過程と，遷移が進行する要因について理解する。
【思考・判断・表現】
・遷移の過程を示した資料をもとに，遷移の過程で裸地から低木林に移り変わる要因，植生の
樹種が交代する要因について考察し，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・植生と遷移に関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○

○ 4

植生の分布とバイオーム
【知識及び技能】
世界や日本のバイオームの分布について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
バイオームの分布と環境要因の関係について説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
バイオームについての知識や理解をもとに日本や世界のバイオームの分布
を把握しようとする。

・指導事項
世界各地には，多様なバイオームが成立していることを理解する。日本
に分布するバイオームについて理解する。
・教材
教科書、問題集、資料集
・一人１台端末の活用　等
画像、動画視聴や調べ学習の際などで使用

【知識・技能】
・世界および日本に見られるさまざまなバイオームが，気温と降水量の違いに起因して成立し
ていることを理解する。
・日本に分布するバイオームについて理解する。
【思考・判断・表現】
・気温・降水量と陸上のおもなバイオームの関係を示した資料をもとに，森林・草原・荒原の
いずれになるかを決める要因に気づき，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・植生の分布とバイオームに関心をもち，主体的に学習に取り組める。

○ ○ ○ 4

２
学
期

３
学
期

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

免疫のはたらき
【知識及び技能】
免疫に関わる細胞の役割と関係について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
免疫についての知識をもとにして，生体内で起こる生体防御反応を説明で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
免疫についての知識や理解を日常生活や医療などに結びつけて，自分の行
動について考えようとする。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

１
学
期

物質の構成

【知識・技能】

混合物と純物質の違い、混合物の分離と精製について理解すること。

元素記号、単体と化合物の違い、元素の検出方法を理解すること。

いろいろな方法を用いて、成分元素を調べる。

熱と温度、物質の三態の関係について理解する。

【思考・判断・表現】

混合物と純物質の違いと、混合物の分離について考え、判断し、表現する。

物質の性質を利用して身近な物質の成分元素の検出方法について、考える。

物質の三態と熱の関係、熱運動による物質の変化について考える。

【主体的に学習に取り組む態度】

物質の性質を調べるために、物質の分類や分離・精製法について調べる。

物質の分類や分離・精製法について振り返って、日常生活や社会に生かせる。

物質の性質を利用した成分元素の検出方法について、調べる。

成分元素の検出を振り返って、日常生活や社会に生かせる。

熱と温度、物質の三態の関係について考える。

熱運動と三態変化を振り返って、日常生活や社会に生かせる。

混合物と純物質、混合物の分離・
精製法、元素と化合物・単体、物
質の構成元素とその検出方法、熱
と温度、物質の状態変化
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等

【知識・技能】

混合物と純物質の違い、混合物の分離と精製について理解することが出来る。

元素記号、単体と化合物の違い、元素の検出方法を理解することが出来る。

いろいろな方法を用いて、成分元素を調べることが出来る。

熱と温度、物質の三態の関係について理解することが出来る。

【思考・判断・表現】

混合物と純物質の違いと、混合物の分離について考え、判断し、表現することが出来る。

物質の性質を利用して身近な物質の成分元素の検出方法について、考えることが出来る。

物質の三態と熱の関係、熱運動による物質の変化について考えることが出来る。

【主体的に学習に取り組む態度】

物質の性質を調べるために、物質の分類や分離・精製法について調べようとする。

物質の分類や分離・精製法について振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

物質の性質を利用した成分元素の検出方法について、調べようとする。

成分元素の検出を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

熱と温度、物質の三態の関係について考えようとする。

熱運動と三態変化を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

【知識・技能】
金属のイオン化傾向による反応性の違いを理解することができる。
酸化還元反応の利用例とその反応について考え、電池の仕組みや電気分解につ
いて理解することができる。
【思考・判断・表現】
金属の反応性の違いをイオン化傾向との関連で考えることができる。
酸化還元反応を利用した、電池の簡単な構造や電気分解について考えることが
できる。
電池の仕組みについて興味をもち酸化還元反応との関連や原理について調べよ
うとする。
酸化剤と還元剤を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。
人間生活において、酸化還元反応が身近に起こっていることを調べようとす
る。

○ ○

物質量と化学反応式

【知識・技能】

原子量・分子量・式量の意味、表し方を理解する。

粒子の量の表し方の定義を理解する。

物質量と体積、質量の関係をアボガドロ定数と関連付けて理解する。

化学変化と化学反応式で表すことを理解する。

【思考・判断・表現】

原子の質量の表し方を理解し、原子量・分子量・式量を考える。

モル質量やモル体積、モル濃度を用いて物質の量は濃度を考える。

化学変化を化学反応式で表し、そのしくみを考える。

反応する物質の量的関係について考え、反応式の係数比と一致することを見いだし表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】

原子や分子の質量の相対質量による表し方などを調べる。

気体の分子量を測定するために必要な操作や留意するべき点について調べる。

化学変化がどのような規則に基づいて変化するかを調べる。

化学変化の量的な関係について観察と実験を行い、そこから得られた結果をまとめ、調べる。

原子量･分子量・式量、物質を作る
粒子の量、濃度について物質量を
用いて表す方法、化学変化におけ
る量的な関係と物質量
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等

【知識・技能】

原子量・分子量・式量の意味、表し方を理解することができる。

粒子の量の表し方の定義を理解することができる。

物質量と体積、質量の関係をアボガドロ定数と関連付けて理解することができる。

化学変化と化学反応式で表すことを理解することができる。

【思考・判断・表現】

原子の質量の表し方を理解し、原子量・分子量・式量を考えることができる。

モル質量やモル体積、モル濃度を用いて物質の量は濃度を考えることができる。

化学変化を化学反応式で表し、そのしくみを考えることができる。

反応する物質の量的関係について考え、反応式の係数比と一致することを見いだし表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

原子や分子の質量の相対質量による表し方などを調べようとする。

気体の分子量を測定するために必要な操作や留意するべき点について調べようとする。

化学変化がどのような規則に基づいて変化するかを調べようとする。

化学変化の量的な関係について観察と実験を行い、そこから得られた結果をまとめ、調べることができる。

○ ○

１学期期末考査
○ ○ 1

○ ○ ○ 8

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎

日常生活や社会との関連を図りながら，物質と
その変化について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事
物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（　　小原　　） （　　　　　　　　）

理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

啓林館「高等学校　化学基礎」（化基706）

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

化学結合
【知識・技能】
イオン結合の性質やイオン結合でできた物質について理解す
る。
【思考・判断・表現】
イオン結合とイオン結合でできた物質について、組成式を書
いてその構成を考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
原子の電子配置との関連が深い３種の化学結合について調べ
る。
イオンからなる物質を振り返って、日常生活や社会に生か
す。

イオン結合、イオン結合で出来た
物質
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等

【知識・技能】
イオン結合の性質やイオン結合でできた物質について理解することができる。
【思考・判断・表現】
イオン結合とイオン結合でできた物質について、組成式を書いてその構成を考
えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
原子の電子配置との関連が深い３種の化学結合について調べようとする。
イオンからなる物質を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

○ ○ ○ 6

物質の構成粒子
【知識・技能】
元素の性質と周期表の関係について観察と分析を通
じ、物質を分類して表現する。
【思考・判断・表現】
周期表において、元素の性質と周期律を関連づけて考
える。
【主体的に学習に取り組む態度】
元素の性質と共通点・相違点について考える。
周期律や周期表について振り返って、日常生活や社会
に生かす。

周期律と周期表、元素の性質
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等

【知識・技能】
元素の性質と周期表の関係について観察と分析を通じ、物質
を分類して表すことができる。
【思考・判断・表現】
周期表において、元素の性質と周期律を関連づけて考えるこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
元素の性質と共通点・相違点について考えようとする。
周期律や周期表について振り返って、日常生活や社会に生か
そうとする。

○ ○ ○ 5

物質の構成粒子

【知識・技能】

電子配置と原子の性質とその関係について理解する。

イオンの化学式を表現する。

原子や単原子イオンの大きさと陽子の数や電子配置についての関係性を理

解する。

【思考・判断・表現】

原子の構造や特徴と電子配置を関連づけて考える。

イオンの生成の仕組みを理解し、イオン式と価数について考える。

【主体的に学習に取り組む態度】

原子によって電子配置がどのように変化するかを調べる。

原子・イオンの大きさと電子配置の関係を調べる。

物質の構成粒子、原子の構造、イ
オンの性質
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等

【知識・技能】
電子配置と原子の性質とその関係について理解することができる。
イオンの化学式を表すことができる。
原子や単原子イオンの大きさと陽子の数や電子配置についての関係性を理解す
ることができる。
【思考・判断・表現】
原子の構造や特徴と電子配置を関連づけて考えることができる。
イオンの生成の仕組みを理解し、イオン式と価数について考えることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
原子によって電子配置がどのように変化するかを調べようとする。
原子・イオンの大きさと電子配置の関係を調べようとする。

○ ○ ○ 5

１学期中間考査 ○ ○ 1

２学期中間考査

酸化還元反応

【知識・技能】

酸化還元反応の仕組みを、酸素や水素、電子の授受、酸化数と関連付けて理解する。

主な酸化剤と還元剤の反応をｅ－を含むイオン反応式で表し、その組合わせで酸化還元反応式の表し方を理解する。

適切な器具や指示薬を用いた酸化剤と還元剤の量的関係について理解する。

【思考・判断・表現】

酸化反応と還元反応を酸素や水素の授受から電子の授受に発展させて関連付け、酸化数を用いて考える。

酸化還元反応のしくみについて考える。

酸化還元反応の反応式を表現する。

【主体的に学習に取り組む態度】

代表的な化学反応の１つである酸化還元反応の仕組みを、酸素や水素の授受、酸化数と関連付けて理解し、その利用例について調べ

る。

酸化と還元を振り返って、日常生活や社会に生かす。

酸化剤と還元剤を振り返って、日常生活や社会に生かす。

酸化還元の定義、酸化数、酸化剤
と還元剤、その反応
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等

酸と塩基

【知識・技能】

酸と塩基の性質や反応について、酸と水素イオン、塩基と水酸化物イオンとの関係について理解する。

水溶液の性質とpHの関係性について理解する。

中和の原理を理解する。

適切や器具や指示薬を用いた中和滴定について理解する。

【思考・判断・表現】

酸と塩基の性質を、水素イオンや水酸化物イオンの性質および価数や電離度と関連付けて考える。

水の電離とpHの意味を理解し、水溶液の酸性・塩基性の強弱が生じる仕組みを考える。

中和滴定の実験結果を表にまとめ、酸の濃度について考える。

酸と塩基が打ち消し合って、中和する反応を滴定曲線に描いて分析する。

炭酸ナトリウムの二段階中和を考える。

【主体的に学習に取り組む態度】

酸と塩基を振り返って、日常生活や社会に生かす。

水の電離やpHを振り返って、日常生活や社会に生かす。

中和滴定に必要な操作や留意するべき点について調べる。

日常生活で利用される酸・塩基を調べる。

酸と塩基の性質、電離度、酸と塩
基の中和の量的関係、中和による
塩の生成とその性質
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等

酸化還元反応

【知識・技能】

金属のイオン化傾向による反応性の違いを理解する。

酸化還元反応の利用例とその反応について考え、電池の仕組みや電気分解

について理解する。

【思考・判断・表現】

金属の反応性の違いをイオン化傾向との関連で考える。

酸化還元反応を利用した、電池の簡単な構造や電気分解について考える。

電池の仕組みについて興味をもち酸化還元反応との関連や原理について調

べる。

酸化剤と還元剤を振り返って、日常生活や社会に生かす。

人間生活において、酸化還元反応が身近に起こっていることを調べる。

金属の酸化還元反応、金属のイオ
ン化傾向、酸化還元反応の利用
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等３

学
期

化学結合

【知識・技能】

分子式や電子式の表し方や共有結合結晶について理解する。

共有結合によってできた分子からなる物質の性質を調べる観察と実験を行い、構造とその性質を理解する。

金属結合の性質について理解する。

物質の分類について理解する。

結合の強さなどの性質と物質の分類を関連付けて理解する。

【思考・判断・表現】

共有結合と分子の成り立ちを関連付けて理解し、配位結合や錯イオンについても考える。

金属結合と金属の性質とその性質をもつ理由について、電子の動きと関連付けて考える。

化学結合による物質の分類を理解し、その性質と関連付けて考える。

【主体的に学習に取り組む態度】

共有結合や分子からなる物質の例を振り返って、日常生活や社会に生かす。

金属結晶の性質について興味を持ち調べる。

金属結晶や代表的な金属を振り返って、日常生活や社会に生かす。

物質の分類において共通点と相違点について考える。

共有結合と分子、共有結合結晶と
電気陰性度、金属結合、金属の性
質、化学結合による物質の分類、
性質との関連
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等

【知識・技能】

分子式や電子式の表し方や共有結合結晶について理解できる。

共有結合によってできた分子からなる物質の性質を調べる観察と実験を行い、構造とその性質を理解することができる。

金属結合の性質について理解することができる。

物質の分類について理解することができる。

結合の強さなどの性質と物質の分類を関連付けて理解することができる。

【思考・判断・表現】

共有結合と分子の成り立ちを関連付けて理解し、配位結合や錯イオンについても考えることができている。

金属結合と金属の性質とその性質をもつ理由について、電子の動きと関連付けて考えることができている。

化学結合による物質の分類を理解し、その性質と関連付けて考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

共有結合や分子からなる物質の例を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

金属結晶の性質について興味を持ち調べようとする。

金属結晶や代表的な金属を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

物質の分類において共通点と相違点について考えようとする。

○ ○ ○ 8

２学期期末考査
○ ○ 1

○ ○ 1

【知識・技能】

酸化還元反応の仕組みを、酸素や水素、電子の授受、酸化数と関連付けて理解することができる。

主な酸化剤と還元剤の反応をｅ－を含むイオン反応式で表し、その組合わせで酸化還元反応式の表し方を理解することができる。

適切な器具や指示薬を用いた酸化剤と還元剤の量的関係について理解することができる。

【思考・判断・表現】

酸化反応と還元反応を酸素や水素の授受から電子の授受に発展させて関連付け、酸化数を用いて考えることができる。

酸化還元反応のしくみについて考えることができる。

酸化還元反応の反応式を表すことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

代表的な化学反応の１つである酸化還元反応の仕組みを、酸素や水素の授受、酸化数と関連付けて理解し、その利用例について調べようとしている。

酸化と還元を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

酸化剤と還元剤を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

○ ○ ○ 4

２
学
期

○ 5

○ 13

【知識・技能】

酸と塩基の性質や反応について、酸と水素イオン、塩基と水酸化物イオンとの関係について理解することができる。

水溶液の性質とpHの関係性について理解することができる。

中和の原理を理解することができる。

適切や器具や指示薬を用いた中和滴定について理解することができる。

【思考・判断・表現】

酸と塩基の性質を、水素イオンや水酸化物イオンの性質および価数や電離度と関連付けて考えることができる。

水の電離とpHの意味を理解し、水溶液の酸性・塩基性の強弱が生じる仕組みを考えることができる。

中和滴定の実験結果を表にまとめ、酸の濃度について考えることができる。

酸と塩基が打ち消し合って、中和する反応を滴定曲線に描いて分析できる。

炭酸ナトリウムの二段階中和を考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

酸と塩基を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

水の電離やpHを振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

中和滴定に必要な操作や留意するべき点について調べようとする。

日常生活で利用される酸・塩基を調べようとする。

○ ○ ○ 10



合計

【知識・技能】
金属のイオン化傾向による反応性の違いを理解することができる。
酸化還元反応の利用例とその反応について考え、電池の仕組みや電気分解につ
いて理解することができる。
【思考・判断・表現】
金属の反応性の違いをイオン化傾向との関連で考えることができる。
酸化還元反応を利用した、電池の簡単な構造や電気分解について考えることが
できる。
電池の仕組みについて興味をもち酸化還元反応との関連や原理について調べよ
うとする。
酸化剤と還元剤を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。
人間生活において、酸化還元反応が身近に起こっていることを調べようとす
る。

○ ○

学年末考査

酸化還元反応

【知識・技能】

金属のイオン化傾向による反応性の違いを理解する。

酸化還元反応の利用例とその反応について考え、電池の仕組みや電気分解

について理解する。

【思考・判断・表現】

金属の反応性の違いをイオン化傾向との関連で考える。

酸化還元反応を利用した、電池の簡単な構造や電気分解について考える。

電池の仕組みについて興味をもち酸化還元反応との関連や原理について調

べる。

酸化剤と還元剤を振り返って、日常生活や社会に生かす。

人間生活において、酸化還元反応が身近に起こっていることを調べる。

金属の酸化還元反応、金属のイオ
ン化傾向、酸化還元反応の利用
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等３

学
期

69

○ ○ 1

○ 5



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 2 3 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

１
学
期

【知識・技能】

中和の原理を理解する。

適切や器具や指示薬を用いた中和滴定について理解する。

【思考・判断・表現】

中和滴定の実験結果を表にまとめ、酸の濃度について考える。

酸と塩基が打ち消し合って、中和する反応を滴定曲線に描いて分析する。

炭酸ナトリウムの二段階中和を考える。

【主体的に学習に取り組む態度】

水の電離やpHを振り返って、日常生活や社会に生かす。

中和滴定に必要な操作や留意するべき点について調べる。

日常生活で利用される酸・塩基を調べる。

酸と塩基の中和の量的関係、中和
による塩の生成とその性質
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等

【知識・技能】
中和の原理を理解することができる。
適切や器具や指示薬を用いた中和滴定について理解することができる。
【思考・判断・表現】
中和滴定の実験結果を表にまとめ、酸の濃度について考えることができる。
酸と塩基が打ち消し合って、中和する反応を滴定曲線に描いて分析できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
中和滴定に必要な操作や留意するべき点について調べようとする。
日常生活で利用される酸・塩基を調べようとする。

【知識・技能】

反応速度の表し方を理解している。反応速度と，反応する物質の濃度や圧力，温度との関係を理

解し，知識を身に付けている。触媒が反応速度を変える原理を理解し，知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】

反応条件が変化することによって，反応速度がどのように変化するかを考察し，説明している。

触媒の働きを活性化エネルギーにもとづいて考察し，説明している。観察・実験の過程から，自

らの考えを導き出した報告書を作成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

化学反応の速さに主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよ

うとしている。学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとする。

○ ○

【知識及び技能】

溶解のしくみについて，溶媒と溶質の組合せによって溶解のしやすさが異なることを粒子モデ

ルと関連付けて理解している。気体の溶解度について，ヘンリーの法則を理解している。希薄

溶液の性質について，溶媒との違いを理解している。コロイド粒子とコロイド溶液に関する知

識を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】

溶解度の定義を正しく理解し，再結晶によって物質を精製できる原理を考察し，説明してい

る。凝固点降下と質量モル濃度との関係を見いだし，説明している。透析によってコロイド溶

液を精製できる原理を考察し，説明している。観察・実験の過程から，自らの考えを導き出し

た報告書を作成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

溶液の性質に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよう

としている。

第４節　溶液の性質
①溶解と溶液
②希薄溶液の性質
③コロイド

【知識・技能】

溶解のしくみについて，溶媒と溶質の組合せによって溶解のしやすさが異なることを粒子モデルと関連付けて理解してい

る。気体の溶解度について，ヘンリーの法則を理解している。

・希薄溶液の性質について，溶媒との違いを理解している。コロイド粒子とコロイド溶液に関する知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】

溶解度の定義を正しく理解し，再結晶によって物質を精製できる原理を考察し，説明している。凝固点降下と質量モル濃度

との関係を見いだし，説明している。透析によってコロイド溶液を精製できる原理を考察し，説明している。観察・実験の

過程から，自らの考えを導き出した報告書を作成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

溶液の性質に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。学習課題に対し

て積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとする。
○ ○

１学期期末考査
○ ○ 1

○ ○ ○ 6

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

化学的な事物・現象に主体的に関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学

化学の基本的な概念や原理・法則を理解してい
るとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する操作や記録などの技能を
身に付けている。

化学的な事物・現象から問題を見いだし，見通
しをもって観察，実験などを行い，得られた結
果を分析して解釈し，表現するなど，科学的に
探究している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事
物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（小原　　） （　　　　　　　　）

理科 化学 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

第一学習社「高等学校　化学」（化学708）

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学

【 知　識　及　び　技　能 】

【知識及び技能】

気体の体積，温度，圧力の間に存在する関係を理解し，知識を身に付けて

いる。実在気体と理想気体についてそれぞれ理解し，知識を身に付けてい

る。混合気体の全圧と分圧の関係について理解し，知識を身に付けてい

る。

【思考力、判断力、表現力等】

グラフから読み取れる気体の性質を一般式で記述する能力を身に付けてい

る。実在気体の挙動を三態変化の観点から説明し，理想気体との違いを的

確に表現している。観察・実験の過程から，自らの考えを導き出した報告

書を作成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

気体の性質に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，

科学的に探究しようとしている。

第２節　気体の性質
①気体の法則
②気体の状態方程式
③理想気体と実在気体

【知識・技能】

気体の体積，温度，圧力の間に存在する関係を理解し，知識を身に付けている。実在気体と理想

気体についてそれぞれ理解し，知識を身に付けている。混合気体の全圧と分圧の関係について理

解し，知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】

グラフから読み取れる気体の性質を一般式で記述する能力を身に付けている。実在気体の挙動を

三態変化の観点から説明し，理想気体との違いを的確に表現している。観察・実験の過程から，

自らの考えを導き出した報告書を作成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

気体の性質に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようと

している。学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】

構成粒子の熱運動と物質の三態変化を理解し，知識を身に付けている。物質の融点・沸点が分

子間力や化学結合の種類と関係し，粒子間に働く力が大きいほど高くなることを理解してい

る。ファンデルワールス力や水素結合について理解している。平衡状態の概念を理解し，知識

を身に付けている。沸騰と飽和蒸気圧との関係を理解し，知識を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】

気体の圧力を，分子の熱運動と関連づけて考察している。気液平衡における構成粒子の挙動を

平衡状態の概念を踏まえて説明している。

【主体的に学習に取り組む態度】

観察・実験の過程から，自らの考えを導き出した報告書を作成したり，発表したりしている。

物質の状態変化に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。

第１節　物質の状態変化
①物質の三態とその変化
②気体分子の熱運動と圧力
③飽和蒸気圧と蒸気圧曲線

【知識・技能】

構成粒子の熱運動と物質の三態変化を理解し，知識を身に付けている。物質の融点・沸点が分子

間力や化学結合の種類と関係し，粒子間に働く力が大きいほど高くなることを理解している。

ファンデルワールス力や水素結合について理解している。平衡状態の概念を理解し，知識を身に

付けている。沸騰と飽和蒸気圧との関係を理解し，知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】

気体の圧力を，分子の熱運動と関連づけて考察している。気液平衡における構成粒子の挙動を平

衡状態の概念を踏まえて説明している。観察・実験の過程から，自らの考えを導き出した報告書

を作成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

物質の状態変化に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよ

うとしている。学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 5

【知識・技能】

酸化還元反応の仕組みを、酸素や水素、電子の授受、酸化数と関連付けて理解する。主な酸化剤と還元剤の反応をｅ－を含むイオン

反応式で表し、その組合わせで酸化還元反応式の表し方を理解する。適切な器具や指示薬を用いた酸化剤と還元剤の量的関係につい

て理解する。金属のイオン化傾向による反応性の違いを理解する。酸化還元反応の利用例とその反応について考え、電池の仕組みや

電気分解について理解する。

【思考・判断・表現】

酸化反応と還元反応を酸素や水素の授受から電子の授受に発展させて関連付け、酸化数を用いて考える。酸化還元反応のしくみにつ

いて考える。酸化還元反応の反応式を表現する。金属の反応性の違いをイオン化傾向との関連で考える。酸化還元反応を利用した、

電池の簡単な構造や電気分解について考える。電池の仕組みについて興味をもち酸化還元反応との関連や原理について調べる。

【主体的に学習に取り組む態度】

代表的な化学反応の１つである酸化還元反応の仕組みを、酸素や水素の授受、酸化数と関連付けて理解し、その利用例について調べ

る。酸化と還元を振り返って、日常生活や社会に生かす。酸化剤と還元剤を振り返って、日常生活や社会に生かす。

人間生活において、酸化還元反応が身近に起こっていることを調べる。

酸化還元の定義、酸化数、酸化剤
と還元剤、その反応
金属の酸化還元反応、金属のイオ
ン化傾向、酸化還元反応の利用
プリント、レポート、一人１台端
末の活用　等

【知識・技能】

酸化還元反応の仕組みを、酸素や水素、電子の授受、酸化数と関連付けて理解することができる。

主な酸化剤と還元剤の反応をｅ－を含むイオン反応式で表し、その組合わせで酸化還元反応式の表し方を理解することができる。

適切な器具や指示薬を用いた酸化剤と還元剤の量的関係について理解することができる。

金属のイオン化傾向による反応性の違いを理解することができる。

酸化還元反応の利用例とその反応について考え、電池の仕組みや電気分解について理解することができる。

【思考・判断・表現】

酸化反応と還元反応を酸素や水素の授受から電子の授受に発展させて関連付け、酸化数を用いて考えることができる。

酸化還元反応のしくみについて考えることができる。

酸化還元反応の反応式を表すことができる。

金属の反応性の違いをイオン化傾向との関連で考えることができる。

酸化還元反応を利用した、電池の簡単な構造や電気分解について考えることができる。

電池の仕組みについて興味をもち酸化還元反応との関連や原理について調べようとする。

【主体的に学習に取り組む態度】

代表的な化学反応の１つである酸化還元反応の仕組みを、酸素や水素の授受、酸化数と関連付けて理解し、その利用例について調べようとしている。

酸化と還元を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

酸化剤と還元剤を振り返って、日常生活や社会に生かそうとする。

人間生活において、酸化還元反応が身近に起こっていることを調べようとする。

○ ○ ○ 6

１学期中間考査 ○ ○ 1

２学期中間考査

【知識及び技能】

電池が酸化還元反応を利用して，化学エネルギーを電気エネルギーに変換する装置であること

を理解している。身近な電池のしくみについて，酸化還元反応と関連付けて理解している。電

気分解におけるファラデーの法則を理解し，量的関係を扱う知識を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】

観察，実験を通して，電池の構造，反応を理解し，それらをもとに事物・現象の中に共通性を

見いだし，酸化還元反応として論理的に考察している。電池や電気分解の実験を行い，その説

明を科学的に表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

電池・電気分解に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。

第２節　電池・電気分解
①電池
②電気分解
③電気分解の応用

【知識及び技能】

化学反応や状態変化が起こるとき，物質のもつエネルギーが変化することを理解している。化

学反応や状態変化に伴うエンタルピー変化を熱化学方程式を用いて表す方法を身に付けてい

る。ヘスの法則を理解し，いくつかの熱化学方程式から，新たな反応熱を求める知識を身に付

けている。化学反応には，反応前後における物質のもつ化学エネルギーの差が光の発生や吸収

となって現れる反応があることを理解している。吸熱反応が自発的に進む要因として，エント

ロピーが増大する方向に反応が進むことを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】

いくつかの熱化学方程式をもとに，新たな化学変化のエンタルピー変化を科学的に推定でき

る。観察，実験を通して熱化学方程式の意義を理解し，ヘスの法則の成立を実証的，論理的に

考察している。反応熱の測定ができ，そのデータをグラフ化するなどの処理を行うことができ

る。

【主体的に学習に取り組む態度】

化学反応と熱・光に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究

しようとしている。

第1節　化学反応と熱・光
①化学反応とエンタルピー変化
②ヘスの法則
③結合エネルギー
④化学反応と光
⑤エントロピー

【知識及び技能】

反応速度の表し方を理解している。反応速度と，反応する物質の濃度や圧

力，温度との関係を理解し，知識を身に付けている。触媒が反応速度を変

える原理を理解し，知識を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】

反応条件が変化することによって，反応速度がどのように変化するかを考

察し，説明している。触媒の働きを活性化エネルギーにもとづいて考察

し，説明している。観察・実験の過程から，自らの考えを導き出した報告

書を作成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

化学反応の速さに主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。

第３節　化学反応の速さ
①反応速度
②化学反応の速さと濃度
③化学反応の速さと温度
④触媒

３
学
期

【知識及び技能】

化学結合と物質の構造や性質との関係に関する基本的な概念を理解し，知

識を身に付けている。単位格子の一辺の長さと構成粒子の半径の関係を理

解し，知識を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】

イオン結晶，共有結合の結晶，分子結晶の性質と化学結合を関係づけて説

明している。観察・実験の過程から，自らの考えを導き出した報告書を作

成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

固体の構造に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，

科学的に探究しようとしている。

第３節　固体の構造
①化学結合と結晶の種類
②金属結晶の構造
③イオン結晶の構造
④共有結合の結晶の構造
⑤分子結晶の構造
⑥非晶質

【知識・技能】

化学結合と物質の構造や性質との関係に関する基本的な概念を理解し，知識を身に付けている。

単位格子の一辺の長さと構成粒子の半径の関係を理解し，知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】

イオン結晶，共有結合の結晶，分子結晶の性質と化学結合を関係づけて説明している。観察・実

験の過程から，自らの考えを導き出した報告書を作成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

固体の構造に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようと

している。学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとする。
○ ○ ○ 8

２学期期末考査
○ ○ 1

○ ○ 1

【知識・技能】

電池が酸化還元反応を利用して，化学エネルギーを電気エネルギーに変換する装置であることを理解している。身近な電池

のしくみについて，酸化還元反応と関連付けて理解している。電気分解におけるファラデーの法則を理解し，量的関係を扱

う知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】

観察，実験を通して，電池の構造，反応を理解し，それらをもとに事物・現象の中に共通性を見いだし，酸化還元反応とし

て論理的に考察している。電池や電気分解の実験を行い，その説明を科学的に表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

電池・電気分解に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。学習課題に

対して積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 8

２
学
期

○ 6

○ 10

【知識・技能】

化学反応や状態変化が起こるとき，物質のもつエネルギーが変化することを理解している。化学反応や状態変化に伴うエン

タルピー変化を熱化学方程式を用いて表す方法を身に付けている。ヘスの法則を理解し，いくつかの熱化学方程式から，新

たな反応熱を求める知識を身に付けている。化学反応には，反応前後における物質のもつ化学エネルギーの差が光の発生や

吸収となって現れる反応があることを理解している。吸熱反応が自発的に進む要因として，エントロピーが増大する方向に

反応が進むことを理解している。

【思考・判断・表現】

いくつかの熱化学方程式をもとに，新たな化学変化のエンタルピー変化を科学的に推定できる。観察，実験を通して熱化学

方程式の意義を理解し，ヘスの法則の成立を実証的，論理的に考察している。反応熱の測定ができ，そのデータをグラフ化

するなどの処理を行うことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

化学反応と熱・光に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。学習課題

に対して積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとする。

○ ○ ○ 8



合計

【知識・技能】

反応速度の表し方を理解している。反応速度と，反応する物質の濃度や圧力，温度との関係を理

解し，知識を身に付けている。触媒が反応速度を変える原理を理解し，知識を身に付けている。

【思考・判断・表現】

反応条件が変化することによって，反応速度がどのように変化するかを考察し，説明している。

触媒の働きを活性化エネルギーにもとづいて考察し，説明している。観察・実験の過程から，自

らの考えを導き出した報告書を作成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

化学反応の速さに主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しよ

うとしている。学習課題に対して積極的に観察・実験を行い，意欲的に探究しようとする。

○ ○

学年末考査

【知識及び技能】

反応速度の表し方を理解している。反応速度と，反応する物質の濃度や圧

力，温度との関係を理解し，知識を身に付けている。触媒が反応速度を変

える原理を理解し，知識を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】

反応条件が変化することによって，反応速度がどのように変化するかを考

察し，説明している。触媒の働きを活性化エネルギーにもとづいて考察

し，説明している。観察・実験の過程から，自らの考えを導き出した報告

書を作成したり，発表したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

化学反応の速さに主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。

第３節　化学反応の速さ
①反応速度
②化学反応の速さと濃度
③化学反応の速さと温度
④触媒

３
学
期

70

○ ○ 1

○ 6



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 2 3 4 5 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

配当
時数

１
学
期

【知識・技能】
原始大気と化学合成を理解する。
生命の特徴資源生物について理解する。
【思考・判断・表現】
細胞内共生と酸素濃度の変化についての関係性
を理解する。
オゾン層の意味を考え、生物の陸への進出、爬
虫類・哺乳類と植物の関係を考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
話し合いや、資料の利用など自ら気付き考える
作業に取り組む。

第１章生物の進化
第１節生命の起源と生物の進化
・化学進化と始原生命の誕生
・真核生物の誕生と多細胞化
・地質時代の生物の変遷
第２節遺伝子の変化と多様性
・突然変異とゲノムの多様性

【知識・技能】
生物と無生物の違いを理解し、生命誕生の過程を説明でき
る。
【思考・判断・表現】
シアノバクテリアを知り、その繁栄と細胞の真核化の意味を
理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
地質時代から現在までの生物の歴史について、時間経過を
追って作図（作表）できる。

【知識・技能】
ヒトの受容器と適刺激を正しく理解する。
【思考・判断・表現】
視覚情報の特殊性を理解し、光を受容する仕組みを考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
盲斑の存在を確認し、視交叉について考え問題に解答でき
る。
渦巻管の構造と働きから聴覚ができる仕組みを考える。

○ ○

【知識・技能】
葉緑体の構造と光合成の過程を理解する。細菌
の同化を知る。
ＤＮＡの複製の過程を理解する。
遺伝情報の発現の概要を理解する。
【思考・判断・表現】
光合成におけるエネルギーの流れを俯瞰的にと
らえることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
光合成の流れを意識して考える。ＤＮＡからタ
ンパク質合成の詳細を理解する。

第３節光合成
・葉緑体と光合成の過程
・細菌の光合成、化学合成
第４章遺伝現象の発現と発生
第１節ＤＮＡの構造と複製
・ＤＮＡの構造と複製のしくみ
第２節遺伝情報の発現
・転写、ｽﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ、翻訳

【知識・技能】
光合成の過程と化学合成・細菌の光合成の知識がある。
ＤＮＡの構造と複製、遺伝情報の発現を理解している。
【思考・判断・表現】
光エネルギーがＡＴＰの化学エネルギーに変換されることを
意識して光合成を捉えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
呼吸と光合成の相違と共通性を考える。

○ ○

１学期期末考査
○ ○ 1

○ ○ ○ 6

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

生物学的な事物・現象に主体的に関わり，見通
しをもって振り返るなど，科学的に探究しよう
としている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物

生命現象に関わる基本的な概念や原理を理解
し、科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する操作や記録などの技能を身に付け
ている。

生物学的な事物・現象から課題に気付き，課題
解決に向けて観察・実験などを行ったり資料に
あたり得られた結果を分析して解釈し，表現す
るなど，科学的に探究している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事
物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（小口　　）

理科 生物 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数研出版「生物」（生物／704）

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物

【 知　識　及　び　技　能 】

【知識及び技能】
生体物質の知見を得て、細胞の構造を理解す
る。タンパク質の構造と機能を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
真核細胞の構造と細胞小器官の働きを細胞単位
で考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
酵素・輸送・情報伝達と、そこで働くタンパク
質について理解しようとする。

第２編細胞と分子
第１節生体物質と細胞
・細胞を構成する物質
・原核細胞と真核細胞
・真核細胞の構造
第２節タンパク質の構造と性質
・たんぱく質の構造
第３節酵素としてのタンパク質

【知識・技能】

【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
進化の要因について、遺伝子頻度、遺伝的浮
動、自然選択、共進化について理解する。
生物の分類について知り、系統の考え方が分か
る。
【思考力、判断力、表現力等】
進化の証拠と種々の進化の事例を知る。
人類の進化について考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
ハーディ・ワインベルクの法則を理解する。
分子進化を理解し、系統樹を作成する。

第４節進化のしくみ
・遺伝子頻度の変化の要因
・自然選択と適応
・種分化
第５節生物の系統と進化
・生物の分類と系統
第６節人類の系統と進化

【知識・技能】
遺伝子頻度の変化が進化の要因になることと、変化を引き起
こす原因について理解している。
【思考・判断・表現】
中立説をはじめ具体的な種分化の例について考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ハーディ・ワインベルクの法則について理解でき、自然選択
が働く場合の遺伝子頻度について考察できる。
分子系統樹を作成できる。

○ ○ ○ 5

【知識・技能】
減数分裂の過程を染色体の動きを中心にして理
解する。
【思考・判断・表現】
遺伝子座の概念から、遺伝子の連鎖について考
え、独立の場合との違いを理解する。
【主体的に学習に取り組む態度】
染色体の交叉と乗り換え、遺伝子の組換えの流
れを理解するように努める。

第３節遺伝子の組み合わせの変化
・減数分裂と連鎖・組換え

【知識・技能】
減数分裂と体細胞分裂の違いを理解している。二価染色体に
ついて、染色体の分配と関連して理解できている。
【思考・判断・表現】
連鎖している場合と独立の場合の遺伝子の分配について、理
解できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
組換えのしくみを理解し、組換え価が求められる。

○ ○ ○ 6

１学期中間考査 ○ ○ 1

２学期中間考査

【知識・技能】
バイオテクノロジーに関しての知見を得る。
【思考・判断・表現】
遺伝子組換えの具体的手法を知る。
ＰＣＲ法とゲノム解析の方法を知る。
【主体的に学習に取り組む態度】
バイオテクノロジーの応用について考える。

第５節遺伝子を扱う技術
・遺伝子組換え
・遺伝情報の解析
・遺伝子操作と人間生活

【知識・技能】
真核生物と主に原核生物の発現調節を理解す
る。
動物の配偶子形成と受精、カエルの発生過程と
誘導、形態形成について理解する。
【思考・判断・表現】
オペロン説について理解する。形成体と誘導に
ついて知見を得る。
【主体的に学習に取り組む態度】
形態形成に関わる発現調節をホメオテック遺伝
子に関して考える。

第３節遺伝子の発現調節
・原核細胞の発現調節
・真核細胞の発現調節
第４節発生と遺伝子発現
・動物の配偶子形成と受精
・カエルの発生、誘導と発現
・ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴの発生と遺伝子
・ホメオテック遺伝子

【知識・技能】
適刺激と受容器を知る。
光受容器としての目の構造と特徴を理解する。
【思考・判断・表現】
錐体細胞と桿体細胞の違いと網膜の役割を学
ぶ。
耳など他の感覚器の働きを理解する。
【主体的に学習に取り組む態度】
明・暗順応、遠近調節などを自身の体験に鑑み
て考察する。

第５章動物の反応と行動
第１節刺激の受容
・受容器と適刺激
・視覚器
・聴覚器、平衡受容器
・味覚器、嗅覚器

３
学
期

【知識・技能】
タンパク質による膜輸送と情報伝達について理
解する。
【思考・判断・表現】
代謝に関わるエネルギーと、ＡＴＰの働きにつ
いて理解する。
【主体的に学習に取り組む態度】
異化反応の代表として呼吸および発酵の過程を
生物基礎より深く理解しようとする。

第４節膜輸送と情報伝達
・膜輸送、情報伝達と受容体

第３章代謝
第１節代謝とエネルギー
・化学反応とエネルギー、ＡＴＰ
第２節呼吸と発酵
・呼吸の過程、発酵の過程

【知識・技能】
膜タンパク質の働きを理解している。代謝とエネルギーの知
見がある。呼吸の過程を理解している。
【思考・判断・表現】
代謝に伴うエネルギーの受け渡しにＡＴＰが関与し、呼吸を
通してＡＴＰにエネルギーが渡されることを考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
化学的な知識も得ながら異化反応の理解に努める。

○ ○ ○ 8

２学期期末考査
○ ○ 1

○ ○ 1

【知識・技能】
制限酵素・リガーゼ、ＰＣＲ、シーケンサー、マイクロア
レーなどのバイオテクノロジー関連の知見がある。
【思考・判断・表現】
ＰＣＲ法などの具体的な方法を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
農業や医療などへのバイオテクノロジーの応用を考察する。

○ ○ ○ 8

２
学
期

○ 6

○ 10

【知識・技能】
発現の調節機構を理解している。
カエルの発生過程を理解している。
発生における形態形成が理解できている。
【思考・判断・表現】
オペロン説を説明できる。
発生過程の遺伝子発現と分化について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
形態掲載における誘導と分化に発現調節が関わることを考察
する。

○ ○ ○ 8



合計

【知識・技能】
ヒトの受容器と適刺激を正しく理解する。
【思考・判断・表現】
視覚情報の特殊性を理解し、光を受容する仕組みを考える。
【主体的に学習に取り組む態度】
盲斑の存在を確認し、視交叉について考え問題に解答でき
る。
渦巻管の構造と働きから聴覚ができる仕組みを考える。

○ ○

学年末考査

【知識・技能】
適刺激と受容器を知る。
光受容器としての目の構造と特徴を理解する。
【思考・判断・表現】
錐体細胞と桿体細胞の違いと網膜の役割を学
ぶ。
耳など他の感覚器の働きを理解する。
【主体的に学習に取り組む態度】
明・暗順応、遠近調節などを自身の体験に鑑み
て考察する。

第５章動物の反応と行動
第１節刺激の受容
・受容器と適刺激
・視覚器
・聴覚器、平衡受容器
・味覚器、嗅覚器

３
学
期

70

○ ○ 1

○ 6



東京都立松が谷高等学校　令和５年度年間授業計画

使用教科書：高等学校　改訂　化学　（第一学習社）

使用教材：セミナー化学基礎＋化学（第一学習社）

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法 予定

時数

５　有機化合物
(１)　有機化合物の特徴と分類

ア　有機化合物の特徴
･有機化合物の特徴を説明できる。
･炭素骨格から、鎖式炭化水素または環式炭化水素を判別できる。
･不飽和結合、飽和結合を説明できる。

3

イ　有機化合物の分類
･構造式から炭化水素を分類できる。
･構造式または示性式から官能基を答えることができる。
･分子式、示性式、構造式を使い分けできる。

ウ　アルカン
･直鎖状アルカンの名称を炭素数１０まで答えることができる。
･アルカンの構造を説明できる。

4

（２）脂肪族化合物

6

７
月

（３）　芳香族化合物 ア　芳香族炭化水素
･ベンゼンの構造と表記の仕方を理解する。
･ハロゲン化、ニトロ化、スルホ化、付加反応をそれぞれ化学反応式で書ける。

3

８
月

教科：（ 理科 ）科目：（ 化学 ）対象：（第３学年　必修選択）　　

４
月

定期考査、提出物、授業態度、
ノート提出で総合的に評価する。

５
月

エ　シクロアルカン
･シクロアルカンの環状構造を書くことができる。
･分子式からアルカンの構造式が書くことができる。

オ　アルケン
･分子式からアルケンの構造式を書くことができる。
･立体異性体について説明ができる。
･枝分かれの構造があるアルカンを命名することができる。
･燃焼反応および置換反応の化学反応式を書くことができる。

キ　有機化合物の元素分析
･元素分析の実験方法を説明できる。
･塩化カルシウムおよびソーダ石灰の質量の増加から、試料の組成式をもとめることが
できる。
･分子量および官能基から分子式、構造式を決定できる。
･エチレンの製法を化学反応式で書ける。
･エチレンの付加反応および付加重合を化学反応式を書いて説明できる。

カ　アルキン
･分子式からアルキンの構造式を書くことができる。
･アセチレンの製法の化学反応式を書くことができる。
･アセチレンの付加反応を化学反応式で書くことができる。

６
月

ア　アルコールとエーテル
･構造式や示性式からアルコールの分類ができる。
･アルコールの性質を言葉で説明できる。

イ　アルデヒドとケトン
･アルデヒドの構造を理解する。
･アルデヒドをアルコールの酸化反応と関連づけて説明できる。
･アルデヒドの性質、還元性を銀鏡反応やフェーリング反応と結びつけて説明できる。
･ケトンをアルコールの酸化反応と関連づけて説明できる。･ケトンの性質を説明でき
る。･アルコールの酸化反応や脱水反応を化学反応式で書ける。
･エーテル結合の構造を理解する。
･エーテルの性質を言葉で説明できる。

ウ　カルボン酸
･構造式や示性式からカルボン酸の分類ができる。･カルボン酸の反応を化学反応式で
書ける。･マレイン酸とフタル酸が幾何異性体であることを理解する。
･鏡像異性体について説明ができる。･エステル結合を構造式から理解する。
･エステルの性質を説明できる。･エステルの加水分解について、化学反応式で説明で
きる。

オ　油脂とセッケン
･油脂およびセッケンの構造を構造式から理解する。
･セッケンの性質を日常生活と化学反応式結びつけて説明できる。



指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法 予定

時数

イ　フェノール類
･フェノール類の特徴と性質を説明することができる。
･ベンゼンからフェノールまでの合成経路を書くことができる。

ウ　芳香族カルボン酸
･芳香族カルボン酸の性質と代表的な化合物を説明できる。
･カルボン酸としての反応、フェノール類としての反応をそれぞれ理解できる。

6

エ　窒素を含む芳香族化合物
･芳香族アミンの性質と反応について理解する。
･ジアゾ化およびカップリングについて化学反応式を書くことができる。

６　高分子化合物
（１）天然高分子化合物

ア　高分子化合物の分類と特徴
･単量体と重合体について説明できる。
･重合の種類を理解し、結合の作り方から判別できる。
･高分子化合物の特徴を説明できる。

1

１０
月

イ　糖類（炭水化物）
･グルコースおよびフルクトースの構造および性質を説明できる。
･マルトースおよびスクロースの構造および性質を説明できる。

ウ　多糖類
デンプンの構造と性質を説明できる。

エ　アミノ酸
･構造式からアミノ酸の分類をすることができる。
･電離平衡を平衡の式で表現できる。等電点について言葉で説明できる。
･ニンヒドリン反応を理解する。

オ　タンパク質
･ペプチド結合を構造式から理解する。
･タンパク質の構造と性質を理解する。
･タンパク質の結合の仕方や官能基よって呈色反応があることを理解する。

4

１１
月

（２）合成高分子化合物 カ　合成繊維
･ナイロン６６およびナイロン６、ポリエステル、ポロアクリロニトリル、ビニロンが生成する
化学反応式を理解する。 3

（３）プラスチック キ　熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂
熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂の例をもとに物質の成り立ちについて理解を深める。 2

ク　ゴム
天然ゴムと合成ゴムの例をもとに物質の成り立ちについて理解を深める。

１
月

実験演習 ア　中和滴定や物質量をはかる実験などを通じて化学基礎の内容を復習する。
4

１２
月

定期考査、提出物、授業態度、
ノート提出で総合的に評価する。

９
月



年間授業計画様式例

松が谷高等学校令和５年度　教科　理科　科目　必修選択　生物　年間授業計画

教　　　科： 理 科　　　目： 生物　　単位数：　3単位

対象学年組： 第３学年４,５,６,７組）　　

教科担当者：（小口）

使用教科書：（第一学習社　改訂　高等学校　生物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（第一学習社　2021セミナー生物，第一学習社　スクエア最新図説生物　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

細胞と分子

４
月

・生物体を構成する主な物質の特徴
・タンパク質の立体構造と性質
・細胞や生体膜の構造
・細胞膜を介した物質輸送と情報伝達のしくみ
・酵素などとしてのタンパク質の働き

・光合成の過程
・光合成細菌と化学合成細菌
・植物・動物の窒素同化
・発酵の過程
・アルコール発酵と乳酸発酵
・筋肉における解糖
・呼吸の過程

代謝
　同化

・考査
・提出物
・授業態度



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

遺伝情報の発現

・光合成の過程
・光合成細菌と化学合成細菌
・植物・動物の窒素同化
・発酵の過程
・アルコール発酵と乳酸発酵
・筋肉における解糖
・呼吸の過程

５
月

代謝
　異化

・考査
・提出物
・授業態度

・DNAの半保存的複製
・岡崎フラグメント
・タンパク質合成
・コドン表とアミノ酸配列
・突然変異
・調節遺伝子と調節タンパク質の働き
・ラクトースオペロン
・遺伝子組換えのしくみ
・PCR法、電気泳動法、塩基配列の解析法
・バイオテクノロジーの応用と課題



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・考査
・提出物
・授業態度

６
月

生殖と発生 ・無性生殖と有性生殖
・性染色体
・減数分裂
・連鎖と組換え
・染色体地図
・動物の配偶子の形成と受精の過程
・動物の卵割の特徴
・ウニとカエルの初期発生
・動物における胚葉の分化
・動物の発生における形態形成のしくみ
・植物の発生



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・考査
・提出物
・授業態度

７
月

生物の環境応答 ・植物の環境応答
・動物の環境応答
・動物の行動



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

８
月

生態と環境 ・個体群と生物群集
・生態系の物質生産
・生態系と生物多様性

・考査
・提出物
・授業態度



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・考査
・提出物
・授業態度

９
月

生物の進化 ・進化のしくみ
・生物の起源と生物の変遷



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・考査
・提出物
・授業態度

月

・生物の起源と生物の変遷

10



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

・考査
・提出物
・授業態度

月

生物の系統 ・生物の分類の変遷と系統
・生物の系統関係

11



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

・考査
・提出物
・授業態度

・生物の系統関係

12



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

１
月



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

２
月



指導内容 科目生物の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

３
月



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

科目 の目標：

３学期

定期考査
○ ○ 1

15

【主体的に学習に取り組む態度】

中間考査
○ ○ 1

中間考査
○ ○ 1

1

○ 12

配当
時数

第Ⅰ章　運動とエネルギー
第1節　物体の運動
①速度
速さ，変位，等速直線運動，速
度，合成速度，相対速度
②加速度
加速度，等加速度直線運動

・教材(プリント・教科書・セミナー)

【知識・技能】
変位，速度，加速度の基本的な物理量の定義を理解
し，それぞれを式で表すことができる。
【思考・判断・表現】
等加速度直線運動の特徴を踏まえ，関係式を導くこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
 身のまわりの物体の運動に関心を示し，位置や変
位，速度を理解しようとする。
 予習・復習・ノート作りを主体的に行なっている。

○ ○

【知識及び技能】
・音波の伝わり方を学習し，空気中にお
ける音速と温度の関係を理解する。
・電流がつくる磁場について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・太陽エネルギーと化石燃料の特徴につ
いて学習し，エネルギーの流れや問題点
などを理解する。

【主体的に学習に取り組む態度】

第2節　音波
①音波の性質
②物体の振動

第Ⅳ章　電気
第1節　静電気と電流　①静電気
第2節　電流と磁場　①磁場
②モーターと発電機　③交流と電磁波

第3節　エネルギーとその利用
①太陽エネルギーと化石燃料②原子力エネルギー

・教材(プリント・教科書・セミナー)

【知識・技能】
 弦に生じる定常波の波長や振動数を式で計算するこ
とができる。太陽エネルギーや化石燃料を用いた発
電方法について理解する。
【思考・判断・表現】
家庭での電気の使用と関連させて，交流の特徴や送
電について考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
 ギターやトランペットなど，楽器から出る音のしくみなど

に関心をもち，意欲的に学習に取り組んでいる。

日常生活と深く関わる電気エネルギーが，どのよう
につくられているのかに関心を示している。

２
学
期

【知識及び技能】
・運動の3法則について，観察や実験を通
して理解する。
・運動方程式の立て方について学習し，
さまざまな運動状態における運動方程式
の立て方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・力の合成・分解を踏まえ，力のつりあ
いを考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常における仕事との違いに留意し，
物理における仕事について理解しようと
する。

第2節　力と運動の法則
③運動の3法則
④運動方程式の利用
⑤摩擦力を受ける運動
⑥液体や気体から受ける力
第3節　仕事と力学的エネルギー
①仕事と仕事率
②運動エネルギー
③位置エネルギー
④力学的エネルギー
・教材(プリント・教科書・セミナー)

【知識・技能】
力の合成・分解を踏まえ，力のつりあいを考えるこ
とができる。
さまざまな運動状態における物体について，運動方
程式を立てることができる。

【思考・判断・表現】
力の合成・分解を踏まえ，力のつりあいを考えるこ
とができる。
つりあう2力と作用・反作用の違いを説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
力のつりあいや作用・反作用の法則を確認する実験
などに意欲的に取り組んでいる。
 予習・復習・ノート作りを主体的に行なっている。

期末考査
○ ○

第1節　物体の運動
③落下運動
自由落下，鉛直投げ上げ，投げ下
げ，水平投射，斜方投射
・力と運動の法則
第2節　力と運動の法則
①さまざまな力
②力の合成・分解とつりあい
・教材(プリント・教科書・セミナー)

【知識・技能】
変位，速度，加速度の違いを理解し，それぞれの関
係を式で表し，求めることができる。

【思考・判断・表現】
x－tグラフやv－tグラフから，物体の位置や速度を
的確に読み取ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
 身のまわりの物体の運動に関心を示し，落下運動等
を理解しようとする。予習・復習・ノート作りを主
体的に行なっている。

○ ○

１
学
期

【知識及び技能】
・物体の変位や速度などの表し方，直線
運動を理解する。物理量，数値，数式の
それぞれの表し方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・直線上を運動している物体の合成速度
や相対速度を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
物理の基礎となる物理量の表し方や誤差
と有効数字について，意欲的に学習しよ
うとする。

12

【知識及び技能】
・熱と熱量，熱平衡，比熱，熱容量，熱
量の保存，潜熱について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・温度の異なる物体を接触させたとき
に，熱がどちら向きに移動するかを考え
ることができる。
・横波，縦波の特徴や，波のエネルギー
について理解する。
【主体的に学習に取り組む態度】
熱と仕事の関係について，日常における
現象と結びつけて考えようとする。

第Ⅱ章　熱
第1節　熱とエネルギー
①熱と温度
　探究5　比熱の測定
②エネルギーの変換と保存

第Ⅲ章　波動
第1節　波の性質
①波の表し方と波の要素
②波の重ねあわせと反射
・教材(プリント・教科書・セミナー)

【知識・技能】
熱運動と温度との関係，セルシウス温度と絶対温度
の関係を式を用いて理解する。
単振動と等速円運動の関係を学習し，波の速さや振
動数，波長など，基本的な波に関する物理量につい
て理解する。
【思考・判断・表現】
温度の異なる物体を接触させたときに，熱がどちら
向きに移動するかを考えることができる。
定常波の特徴を踏まえ，進行波の波長や腹，節の位
置などを求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
 小型ポットを振ったときなどの，熱と仕事の関係に
ついて考察することができる。

12

合計

66

期末考査
○ ○ 1

○ 10

【知識及び技能】
・物体が空中を落下するときの運動を調
べ，その特徴を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・x－tグラフやv－tグラフから，物体の
位置や速度を的確に読み取ることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
変位，速度，加速度を用いて，さまざま
な物体の運動を説明することができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

（７組：　小原　）（８組：　小原　）

日常生活の中で、物理に関連していることが意
外と多いことを取り上げ、身近なことに関連付
けて物理の意義を知る。
過去の偉人の業績などを取り上げ、物理学者の
人間性に触れ、学ぶ。

【主体的に学習に取り組む態度】

理科 物理基礎

（１組：　佐藤　）（２組：　佐藤　） （３組：　佐藤　）（６組：　小口　）

理科 物理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常や社会との関連を図りながら，物体の運動
と様々なエネルギーについて知識を深める。
科学的に探究するために必要な手法・基本的な
技能を身に付けるようにする。

観察，実験を通して，科学的に探究する力を養
う。
思考力を問う問題等を解くことで、判断力を磨
き，自分の考えを外部に伝える表現力を伸ば
す。

高等学校物理基礎（第一学習社）

理科

・観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

・自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする力を養う。

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】


